


「椎尾弁匡師の肖像」 
ある人物の生涯、あるいは伝記を書く場合、その人物に対する愛情 

もしくは共感がないと書けないという立場があり、一方で客観的に中立

の立場からというものもある。わたしは後者の立場からとらえてみたい。

すでに椎尾の浄土教解釈についてはとり上げたことがあり、年報にも「教

学一致の人 椎尾弁匡師」と題して発表した。今回はそれ以外の学者、

教育者、政治家、社会教化推進者の面からとらえてみたいと思う。 

【学者として】 

当初、姉崎正治、荻原雲来の影響でパーリ語（サンスクリット）原典を

研究した。大乗経典については仏説非仏説論のうち、仏説論の立場を 

とった。 

【教育者として】 

名古屋の東海高校、東海女子高、東海学園大学の設立に大きく寄与。 

大正大学では学長を三期務める。とりわけ三康文化研究所創設いきさつ

について。 

【政治家として】 

衆議院議員になぜ立候補したのか。 

社会教化推進者として。ラジオ放送、街頭布教、共生会として活躍。 

なぜ共生運動は全国にまで広まったのか、について。 



おすすめ本としては『椎尾弁匡選集 全 10 巻』(請求記号：180.8- Sh32-

1～10)があります。比較的わかりやすいのは第 1 巻所収の『仏教の要領』

です。単行本にもなっています。『仏教の要領』(請求記号：椎洋 1811-4)

そのほか『仏教経典概説』三康文化研究所刊 (請求記号：ｸﾁ 3-350・183.01-

Sh32)などです。                         

 (西村実則) 

※三康図書館所蔵資料に請求記号を付与 

 


